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「
今
後
の
治
水
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

民
主
党
政
権
は
「
官
僚
丸
投
げ
の
政
治
か
ら
、
政
権
党
が
責
任
を
持
つ
政
治
家
主
導
の
政
治
へ
」
を
第
一
原
則
に
し
た
民
主

党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
依
拠
し
て
誕
生
し
た
政
権
で
あ
る
。
続
く
平
成
二
十
二
年
参
議
院
選
挙
時
の
民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は

「
行
政
刷
新
」
を
第
一
の
公
約
に
掲
げ
、
「
「
で
き
る
だ
け
ダ
ム
に
た
よ
ら
な
い
治
水
」
へ
の
政
策
転
換
を
一
層
進
め
ま
す
」

と
謳
っ
た
。
「
で
き
る
だ
け
ダ
ム
に
た
よ
ら
な
い
治
水
」
は
民
主
党
政
権
が
実
現
す
べ
き
政
策
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
行
政

の
意
思
形
成
過
程
の
よ
り
一
層
の
透
明
化
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
平
成
二
十
一
年
に
国
土
交
通
大
臣
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
諮
問
機
関
「
今
後
の
治
水
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
有

識
者
会
議
」
の
運
用
実
態
を
見
る
と
、
自
由
民
主
党
政
権
下
で
平
成
十
一
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
審
議
会
等
の
整
理
合
理
化

に
関
す
る
基
本
的
計
画
」
（
以
下
、
平
成
十
一
年
閣
議
決
定
）
で
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
き
く
後
退
し
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

平
成
十
一
年
閣
議
決
定
は
、
「
審
議
会
等
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
隠
れ
み
の
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
認
識
に
立
ち
、
平
成

十
年
に
成
立
し
た
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
三
十
条
（
審
議
会
等
の
整
理
及
び
合
理
化
）
に
依
拠
し
て
い
る
。
基
本
法
三
十
条

に
お
け
る
「
審
議
会
等
」
と
は
「
国
家
行
政
組
織
法
第
八
条
に
規
定
す
る
合
議
制
の
機
関
」
を
意
味
す
る
が
、
平
成
十
一
年
閣

一



議
決
定
の
「
別
紙
�
」
に
は
「
懇
談
会
等
行
政
運
営
上
の
会
合
の
開
催
に
関
す
る
指
針
」
と
し
て
「
行
政
運
営
上
の
参
考
に
資

す
る
た
め
、
大
臣
等
の
決
裁
を
経
て
、
大
臣
等
が
行
政
機
関
職
員
以
外
の
有
識
者
等
の
参
集
を
求
め
る
会
合
で
あ
っ
て
、
同
一

名
称
の
下
に
、
同
一
者
に
、
複
数
回
、
継
続
し
て
参
集
を
求
め
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
も
の
」
を
含
め
て
お
り
、
「
今
後
の

治
水
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
は
こ
れ
に
あ
た
る
。
「
懇
談
会
等
行
政
運
営
上
の
会
合
の
開
催
に
関
す
る
指

針
」
は
、
「
審
議
会
等
の
公
開
に
係
る
措
置
に
準
ず
る
」
と
さ
れ
、
原
則
公
開
お
よ
び
「
非
公
開
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
理

由
を
明
示
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

一
般
に
、
閣
議
決
定
を
履
行
す
る
責
任
は
誰
が
負
う
べ
き
も
の
で
あ
る
か
。

二

「
今
後
の
治
水
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
の
運
営
に
つ
い
て

�

「
今
後
の
治
水
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
規
約
」
に
よ
れ
ば
、
「
会
議
は
原
則
と
し
て
非
公
開
で
開
催
す

る
」
と
あ
り
、
平
成
十
一
年
閣
議
決
定
違
反
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

同
会
議
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
に
設
置
さ
れ
て
以
来
、
一
般
傍
聴
を
求
め
る
要
請
が
度
々
行
わ
れ
て
き
た
と
聞

く
。
こ
れ
ら
の
要
請
は
�
い
つ
、
�
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
�
誰
が
そ
の
対
応
を
協
議
し
て
き
た
か
。
�
〜
�
そ
れ
ぞ
れ

二



に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

�

�
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
う
際
、
平
成
十
一
年
閣
議
決
定
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
勘
案
し
た
か
。

�

同
会
議
を
非
公
開
と
す
る
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

三

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
二
日
に
予
定
し
て
い
た
第
二
十
二
回
「
今
後
の
治
水
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」

に
つ
い
て

�

一
般
傍
聴
を
求
め
る
要
請
が
前
日
ま
で
に
あ
っ
た
と
聞
く
。
�
誰
か
ら
の
要
請
に
対
し
、
�
ど
の
よ
う
に
対
応
が
協
議

さ
れ
、
非
公
開
と
さ
れ
た
か
。
�
、
�
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

�

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
二
日
に
は
、
議
題
と
な
る
石
木
ダ
ム
計
画
予
定
地
の
住
民
等
が
会
議
室
を
訪
れ
、
傍
聴
を
求

め
た
が
、
開
催
を
中
止
し
、
流
会
し
た
と
聞
く
。
�
誰
が
、
�
ど
の
よ
う
に
協
議
し
、
こ
の
対
応
を
決
定
し
た
か
。
�
、

�
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

�

審
議
結
果
に
よ
っ
て
は
宅
地
、
農
地
等
が
強
制
収
用
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
切
実
な
地
域
住
民
の
代
表

が
傍
聴
で
き
な
い
、
と
い
う
対
応
を
取
っ
た
合
理
的
な
理
由
と
は
何
か
。
政
府
の
見
解
を
説
明
さ
れ
た
い
。

�

同
会
議
の
流
会
、
延
期
等
の
方
針
に
つ
い
て
、
�
誰
が
、
�
ど
の
よ
う
な
理
由
で
決
め
た
か
。
�
、
�
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

三



い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

�

同
会
議
の
流
会
、
延
期
等
の
方
針
に
つ
い
て
、
出
席
委
員
た
ち
に
は
�
誰
が
、
�
ど
の
よ
う
に
告
げ
た
か
。
�
そ
の

際
、
出
席
委
員
た
ち
に
理
由
を
告
げ
た
か
。
�
〜
�
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

�

委
員
の
他
、
奥
田
建
国
土
交
通
副
大
臣
、
津
川
祥
吾
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
が
既
に
会
議
室
に
入
室
し
て
い
た
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
流
会
が
決
定
し
た
こ
と
は
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

�

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
臨
席
し
て
い
た
奥
田
建
国
土
交
通
副
大
臣
の
考
え
を
説
明
さ
れ
た
い
。

�

同
様
に
津
川
祥
吾
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
の
考
え
を
説
明
さ
れ
た
い
。

�

同
日
の
運
営
に
つ
い
て
、
前
田
武
志
国
土
交
通
大
臣
の
認
識
を
説
明
さ
れ
た
い
。

�

同
会
議
の
次
第
に
よ
れ
ば
、
前
田
武
志
国
土
交
通
大
臣
は
出
席
し
、
挨
拶
を
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
開
催
時
間
に
お

け
る
前
田
武
志
国
土
交
通
大
臣
の
行
動
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

当
日
参
集
さ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
突
然
の
流
会
に
よ
り
解
散
さ
せ
た
�
委
員
の
氏
名
、
�
そ
の
諸
謝
金
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


